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子供が意欲的に 学ぶ授業づくり 
歴史教材における 発問の工夫   

浦添市立熔 城 小学校教諭照 屋 明 美 

1  研究テーマの 設定理由 

これまでの授業の 内容や形態を 考えた場合，教えるという 知識の伝達が 主になり教師中心の 一 

斉 授業になりがちであ った。 子供達は ， 受け身的になり「～が 分かればよい」という 消極的な学 

習目標を持つよ う になっていた。 特に歴史教材においては ，難しい漢字や 暗記事項が多 い ので， 

覚えないと理解しにくい 教材という印象を 与え，子供が 意欲的に取り 組める授業をつくり 出さな 

かったように 思、 う 。 

新学習指導要領の 改訂方針には「社会の 変化に主体的に 対応できる能力の 育成や創造性の 基礎 

を 培うことを重視するとともに 白ら学ぶ意欲を 高めるようにすること」と 示されており ，子供に 

積極的な学習姿勢を 育てるために 各教科等でも 力をいれているのであ る。 

そのことについては ，一応理解していながら 以前と変わりな い 授業が展開されていた。 教える 

べき内容を子どもに 理解させるために 資料を作成したり ，教材を調べたりして 授業に臨んでも ， 

やはり，教師の 説明が多くなり ，子供の考える 時間を十分設けることができなかった。 また， 導 

九段階で，せっかく 興味・関心を 持たせても，それを 持続させることができず ，教科書や参考書 

に 書いてあ ることのみの 発表に終わり ，月三課題に 取り組むような 授業つくること 力でき 尤助 、 った 。 

このような状況を 克服し，子供が 意欲的に学ぶ 授業づくりをめざすために ，児童は社会科の 授 
業 をどのように 見ているかという 意識調査を行ってみた。 ( 平成 2 年 10 月 15 日，月曜日 実 施 ) 

その結果は ， 

①歴史的用語には ，抵抗のあ る子が多いけれど ，歴史には興味・ 関心があ り，ほとんどの 子が 

そこに出てくる 資料には目を 通している。 

② 社会科的用語や 歴史的事件・ 事象については ，教師の設 明 であ る程度理解できるが ，この場 

合も一斉授業だけでなく ，グループ学習や ， 調べ学習も取り 入れて欲しいという 要望が高かい。 

③ひとつの課題に 対していろいろな 意見が出たときは ，授業も楽しく 学習したという 満足感が 

味わえる ( 約三分の一 ) 。 

以上の事から ，子供たちは 未知のことを 分かった事で 喜びを覚え，課題に 対して調べたり ， 友 

達 と意見を交流させたりする 事で自分の考えを 深め ， そ う することができる 授業を楽しいと 感じ 

ている。 子供たちは常に ， 自ら問題を発見し ，それを追究できる 授業を願っていると 思うのであ る。 

そこで，授業のあ り方を工夫し 改善する必要があ ると考え，下記の 観点によって「子供が 意欲 

的に学ぶ授業づくり」を 考えてみることにした。 

        
・課題に挑戦意欲があ り，何でも話せる 学級づくり。 

今回は特に，発問を 工夫することを 通して， 「子供が意欲的に 学ぶ授業づくり」に 迫ってみた   
いと考え，本研究テーマを 設定した。 
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Ⅱ 子供が意欲的に 学ぶ授業づくり 

]. 授業の構造図 

①指示，問いかけ ， 設明 ，助言，評価， う なずき，援助 

  教師 ②語りかけ，問 い ，解釈の見通し ，学習意欲 ( 高め，減退 ) 

③知識，価値，技能が 理解体系へゆさぶる ， レベルとの対応 

④問いかけ， 設明 ，援助の要請 
1 ④ ⑤ ③ 

⑤内容の解釈，教材としての 有用 制 ・限界 制 ，教材を生かす 方法 
⑥ 

児童 教材 ⑥知識や技能にたいしてのゆさぶり ，緊張感，学習意欲の 喚起 
② 

  授業は， 「教師」と「児童」と「教材」とが 相互に作用し 合って学習活動が 展開されてい 

くものでなければならない。 

  児童の心身の 発達は，教材や 教師など環境との 相互作用によってはじめて 促進されるもの 

であ る。 

2. めざす授業像 

  学級という集団で 学習することのすばらしさが 実感できる授業 

  一人一人の子どもが 生かされていることが 具体化されている 授業 

  教材内容のはたらきが 具体的にみられる 授業 

  教師の指示・ 質問・発問，説明が 明確で具体化されている 授業 

  子供の反応に ， 既有 経験や他の思考との 関連が見られる 授業 

  話し合いは考え 方を吟味し合 い ，内容の広がりや 深まりがみられる 授業 

  子供が白らの 問いを持ち，根気づよく 追究していく 姿がみられる 授業 

3. 教師が事双に 準備すること 

  学習者であ る子供の対応によって 教材を研究する。 

( 教材内容を幅広く ， 浅い解釈から 深い解釈までやる ) 

  ひとりの子供が 内面に保有している 経験内容としての 知識や価値感，技能レベル・ 興味・ 
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  子供の反応や 作品の違い る 大切 tc し ，それを生かそうとする。 

  子供の心の動きを 細大もらさず 見逃さない。 

  教材の内容が 子供に働きかけられるよ う ，説明，質問，発問する。 

  学び方の習得についてはモデルを 示して具体化する。 

  子供の反応・ 作品を絶えず 評価し，子供を 励まし援助をする。 
  個人差に対応するため 弾力的な展開，柔軟な 取扱をする。 

5. よい授業の基本要件 

  個 の違い る 生かす授業をする。 

( 個の考えは他の 多数の人にはたらきかけて ，考え方の転換をよんだり ，より確かなもの 
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とするために 役立っ ) 

  見えるものから 見えないものがわかる 授業をする。 

( 見えるものとは ，教科書，資料をみてとらえた 事実，みえないものとは ， 事実と事実 

の関係を いう ，それを追究させることにより 日にみえない 関係性，法則性がみえてくる 

6. 発問づくり 

発問とは，子供の 思考を具体的に 発展させ，多様な 追究を引き出し ， 柔 盾や対立を生みだす 

ような， よ い 教材と子供を 出会わせる接点であ る。 

発問は，教材と 子供の能力を 基底にして，子供の 追究活動を方向づけたり。 刺激したり規制 

したりするものであ る。 

したがって，発問は。 教材のねらい ，特質，構造などによって 規制されるとともに ，子供の 

意識や認識度によって 左右されることになる。 

7. 発問のねら ぃ 

  子供の内面に 保有するイメージを 触発して想像を 豊かにする。 

  子供の内面に 保有する知識や 理解にたいしてゆさぶりをかけ 追究を促す。 

  事物事象にたいして 多面的に見たり 考えたりできるようにする。 

  個々の子供の 個性的な理解や 感想の内容を 確かめ評価する。 

8, 子供を動かす 発問 

① 思考を焦点化する 発問 

発問は，子供の 思考を活発にさせながら ， 目標にむかって 焦点化する機能をもっている ， ま 

た ，子供がつまづいているとき ， ヒント的な発問によって 思考を焦点化させることもあ る。 

② 思考を深化する 発問 ( ひろげる問いかけ ) 

思考の固定を 広げ発展させる。 

③ 思考を深化する 発問 

・比較させる。 

・因果関係に 気づかす。 

・発展性や関連性に 目をつける。 

・ささえられている 条件に気づかせる。 

効果的な発問に ， 「否定発問」があ る。 つまり，それまでの 知識や経験を 否定的にゆさぶり ， 

今までの見方，考え 方に疑問をもたせ ，新しい認識に 至らしめようとするものであ る。 受動的 

な 姿勢を能動的にかえ ，子供の追究心をあ おりたてる働きをする。 

9. 発問づくりとからみ 合 い のあ る授業 

  「なぜ」 「どうして」という 疑問詞をできるだけ 使わない方がよい 授業が展開できる ， こ 

れを使った発問は 難しくなり，子供の 発言が参考書的なものにとじていく。 

  言葉の 力 を過信しないで ，具体物や資料などを 併用するようにする。 

  簡潔明瞭で，子供の 反応 (c 即する。 

  多様な反応が 期待できる発問であ る。 

  ムダな 発問をして，子供の 思考を混乱させない。 

  子供が考える 時間も発問に 含めること。 
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・ 反応の速い子供に 乗らない。 

10 ．発問づくりとからみ 合いのあ る授業 

どの場面で，どのように 発問し，からめ 合わせていくか 

( 事実確認 ) 
( 原因 )                                                                  く 結果Ⅰ 

未知なる秘密 

因果関係 ( なぜ，そうなったのか )  教師の発問と 説明で多くの 

意見をからめる。 

Ⅴ 上 

多くの子どもの 意見でまとめる。 

Ⅹ事実確認をするための 発問な一問一答 式 な質問的なものになってもよい。 ここでは，事実 

をはっきりさせることが 大切であ る。 次のわけ ( 未知 ) を深く推理させる 上でも事実をしっ 

かりつかんでおく 必要があ る。 それが不 - 卜骨な時は，言葉だけの 理解に終始してしまう。 

また，学習に 興味，追究心を 持たせるために ，この場面での 事実確認が問題になってくる。 

Ⅹからみ合 う 場面での主要発問は 既知を背景とし ，それに結びつけながら ，しかし。 子ども 

たちの考えの 中に柔 后 ，対立，分化を 引き起こすものでなくてはならない。 
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m  実践 例 ( 社会科学習指導案 ) 

1. Ⅱ、 単元老 新しい世の中 

2. 小 単元目標 

  新政府が政治の 仕組み，四民平等，地租改正，徴兵制などによって 急速に近代国家を 目指 

した理由とその 内容についてとらえさせ ，その中から 白白民権 運動という形で 人々の意識が 
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4, 指導案 
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江戸時代と 

違うところは 

どこだろう。 

どうして， 

明治政府は外 

国の文化を取 

り入れたのだ 

る ・   

1  明治の始めの 銀座の様子を 見 

気 づいた車を発表する。 

・ 建物，人の服装，乗り 物 

町の施設に着目。 
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3  明治政府はどうして 外国の文 

化をたくさんとりいれて ，西洋 

風の生活を進めたのか   考える。 

  どうして外国の 真似をする 

必要があ ったのか。 

4  明治政府についてもっと 調べ 

てみたい事を 各自考える " 

・ その中から共通問題を 作る 

指 導 上 の 留 意 点 

  江戸時代と比較しながら ち 

が ぅ ところを具体的にとらえ 

させる。 

  他にも 外 円からはいってき 

たものがないか 考えさせる。 

  人々は文明人と 言われるた 

めに，西洋の 真似をしている 

だけで，その 意味は分からな 

い人が多かった 事を知らせる。 

  進んだ 文ィヒ をとりいれたら 

生活が便利だという 考えに対 

しては，電信，郵便ポストの 

珍 話を聞かせる。 

  共通問題には ，ひとりひと 

りの問題がはいるように 充分 

吟味させる。 
  

ま 学習問題を 外国に追い つき， 追い越すために 政治の仕方や ， 考え方は 

づ くろう " どのようにかわったか。 

と 

5  政治の方針をどのように 変え   明治政府になったつもりで 

め ると，外国に 追いつけろか 各自 考えさせる。 

考えてお { 

資料 

① 
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羊 - ぎ 内 容，活 動 指 導 上 の 留 意 点 資料 

明治の国づくりについて 話し 

A う   

外国の様子を 想起する。 

どこの国に学べばよ いか 考え 

- る     

グループで明治の 国づくりに 

ついてまとめる。 

グループでまとめたものを 発 

表する。 

明治政府はどんな 政策を掲げ 

たのか調べる。 

・ 五 箇条の御誓文，五枚の 立て 

札 

・廃藩置県 

・学校制度 

・徴兵制度 

・地租改正 

・四民平等 

  どのような国をつくれば ョ - 

ロ，パの 韓国に勝てるか 考え 

させる。 

  強い軍隊，それを 支える産 

業，工業づくり ，文明国とし 

ての体裁づくり ( 条約改正の 

ため ) を考えさせるようにする。 

  自分で作った 明治の国づく 

りと比較しながら 調べさせる。 

  調べ学習は，時間を 設定し 

て図書館利用させるか ，課題 

にするなり考える " 

③ 

① 

⑤ 

し
 
る
 

調べたものを 持 

，質疑応答をす 

  深めていく。 

ち
 
6
 

っ
 
Ⅰ
 
カ
 

寄
な
 

 
 
て
で
 

  必要に応じて 補足 

いく。 

説明 して 
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る
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考
え
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題
 

次
時
 

Ⅰ
」
「
 

@
 
」
 

材
 

一
過
程
Ⅰ
 

か
 

明治の不平不満 

ね 明治政府の政治の 仕方や考え方に 対して，農民，武士の 

ら 立場に立って 不平不満を持つことができるようにする。 

い 

学習動機づけ 

政治の仕方 

は，国民にど 

のような影響 

をあ たえるの 

だろう。 

武士，農民 

はどんな不平 

不満を持った 

のだろう。 

不平不満は 

どんな形で表 

現されるのだ 

ろ う 。 

押さえられ 

た 不満は， ど 

うなるのだ る 

つ 0 

学習内容，活動                                               

1  明治政府の政治の 什 方 に対し 

てみんな満足しただろうか ， 

・ 農民，武士の 立場に立って 

考える。 

2  どんな人が満足し ， また，ど 

んな人が不平不満を 持ったのか 

考える。 

  身分制度が無くなった 後の 

武士の生活はど う 変わったか。 

  年貢から地租税に 変わり   

徴兵制がひかれた 農民の生活 

はどう変わったか。 

3  それぞれの不満はどのような 

形で表現されていったかを 調べ 

る。 

4  政府はそれにたいしてどのよ 

う なことをしたのか 考える。 

5  その後武士はど う するのか， 

ふきだす。 

・ 武力で不満を 訴えても叶わ 

ないときはど う するか。 

  

  江戸時代と比較しながら 考 

えさせる。 

  政府の役人になれた   - 部の 

武士や，貿易によって 儲かっ 

た 商人達は満足したが 不満を 

持つ人の方が 多かったことを 

押き える。 

  政治の力針を 示した五枚の 

立て札の内容を 想起させる。 

  政府軍隊 ( 国民皆兵 ) によ 

って押えられたことを 確認す 

る。 

  各自予想を立てて ，調べさ 

せる " 

⑥ 
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自 由 民 権 

学習動機づけ ｜
 

  
学 習 内 

そ
ま
 

権
し
子
 

民
 

対
校
 

由
 

に
の
 

自
 

れ
で
 

  運動に 

て政府 

  をっか 

よ
 

め
む
 

容 ，活 動 

自由民権 運 

動 ではどんな 

ことを主張し 

たか。 ， 

この主張に 

人々は賛同し 

たのだろうか 

明治政府は 

国会を開くた 

めに， どのよ 

う な準備をし 

ただろう。 

  

Ⅰ 「口中民権 運動の演説会」の 

絵を見てその 様子について 話し 

ム ラ   

  演説者，制止する 警官 

警官に抗議する 会場の人々 

2  自由民権 運動の主張について 

調べる。 

・ どうしてこのような 運動を 

起こしたのか。 

・ どんな人達が 中心になった ；     

  板垣退助の意見書 

3  運動の経過について 調べる。 

  地主，農民・ 商工業者の参 

加。 さかんな演説会，出版物。 

4  この運動の結果，明治政府が 

国会開設に向けて 行ったことに 

ついて調べる。 

， 憲法を づ くるため，だれを 

どこの国 べ 派遣したか。 

・ 大日本帝国憲法の 内容 

5  大日本帝国憲法を ，国民は ， 

どのように受け 止めたのか話し 

るう。 

って打ち出された 民衆の要求をつかみ 

    憲法をつくり ，議会を開くにいたった 

  ことができるようにする。 

指 導 ト ． の 留 意 点、 資料 

  自由民権 運動では言論を 武 ③ 

器にしていた 事 ， これに対し 

て 政府側は，弾圧を 行った 事 

に 気づかせる。 

  全国組織の結成，国民各層 ⑦ 

の 参加，年を追って 運動が発 

展 したことに気づかせる。 

  憲法の内容は 天皇主権 のも ⑨ 

のであ ることの意味を 補説す 

る 。 

  憲法の内容を 十分に押さえ 

た 上で ， 話し合わせる。 
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に
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ど
マ
改
 

ル
的
 

ね
ら
 
ぃ
 

学習動機づけ 

ノルマント 

ン号事件とは 

どんな事件だ 

ろう。 

どうして船 

長は無罪とな 

っ たのだろう。 

政府は条約 

改正のために 

どんな努力を 

したのだろう 

学 習 内 容，活 動 

1  絵を見て分かった 事 ，考えら 

れる事を調べ 発表する。 

・ 人物の表情にも 注意する。 

2  ノルマントン 号事件のあ らま 

しをつかむ。 

・ 事実をしっかりとらえる。 

3  この車伴ほついて・ それぞれ 

の立場になってふきだす。 

・ 日本人，船長，イギリス 人 

 
 

 
 事
め
 

，
深
 

て
 
る
 

い
 
え
 

 
 果
分
 

皓
白
 

の
の
 

 
 

対
 

4
 

5  どうしてこのような 状 ・況にな 

るのか考える。 

・ イギリス内で 起こったら船 

長はどうなったか " 

6  明治政府はそれに 対してどう 

したのか考える。 

・ 裁判のやり直し。 

・ 条約の徹 廃 

7  条約改正のために 政府はどん 

な努力をしたか。 

  外国にど う 思わさなければ   

いけないかの 

8  条約を改正したら 日本はどん 

な方向に進むか 予想する。 

指導上の留意点、   資料 

  老
気
 

て
に
 

し
と
 

と
こ
 

料
る
 

資
あ
 

6
 

が
 

け
事
 

つ
 

云
 
コ
し
 

一
 
-
 

裏
聞
る
 

を
新
せ
 

絵
 

の
か
 

七
寸
，
（
 

Ⅰ
 

ノ
 

  船長の言い分，無罪の 判決 

を聞いて怒りの 感情を持たせ 

る。 

  不平等条約の 内容を想起さ 

せる。 

  ノルマントン 号事件以外に 

も コレラ。 ハートレ一事件が 

あ る事を知らせ ，不平等条約 

は大変なものだということを 

認識させる。 

  どうしても条約を 改正しな 

ければいけないという 気持ち 

にさせる。 

・ 条約改正に 40 年の要したこ 

とを資料から 読み取る。 

⑩ 

億
 
，
 
・
 

⑫
 

⑪
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5, 授業記録 ( ノルマントン 号事件 ) 

T  この絵を見て 分かる事はあ りませんか。 人の表情にも 気をつけてしっかり 見てください。 

T  発表してもらいます。 

C  船 ( ボート ) に乗っている 人は，覚国人にみえる。 ( 板書する ) 

C  外国人は溺れている 人を助けようとしていない。 ( 板書する ) 

C  付け加えます。 外国人は笑っているよ う にみえる。 ( 板書する ) 

T  顔の表情までよく 見ていますね。 

C  ボートに乗っている 人は溺れている 人を バカ にしているように 見える。 ( 板書する ) 

C  付け加えます。 外国人は溺れている 人に何か指示しているよ う であ る。 ( 板書する ) 

C  遠くの方で船が 沈没している。 ( 板書する ) 

C  溺れている人は ， 船の上の人に 助けを求めている。 ( 板書する ) 

C  ボートに乗っている 人は，平気な 顔でパイプをふかしている。 ( 板書する ) 

C  溺れている人がいるのに。 ボートを漕ご ぅ としている。 ( 大変だと言いながら 板書する ) 

C  付け加えます。 浮き輪もあ るのに投げようとしていない。 ( 板書する ) 

T  みなさんもそ う みえますか。 

C  ポートに乗っている 人は ， 落ち着いている。 ( 平気な顔と同じところにいれようね ) 

T  一枚の絵からたくさんのことを 見つけましたね。 でも，これは 明治時代の頃 にあ った有 

名な事件を絵にしたものです。 この事件について 本当のことを 調べたいのだが 何か資料は 

ないかな。 

C  教科書をみたらいい。 ( 騒々しくなる 0) 資料集を見たらいい。 

T  教科書や資料集を 調べたら本当のことがわかるかな。 事件について 事実を知りた い時， 

みなさんならど う しますか。 

C  その時代の人に 話を聞 { 

T  明治 19 年のことがけど 生きている人はたくさん い るかな。 

C  明治時代の新聞を 探す。 

T  すばらしいことに 気づきましたね。 ( おおげさにほめる ) 明治 mg 年 11 同 2 日の新聞から 

分かり易く書き 写してきた記事がここにあ ります。 ( プリントを配る。 明治時代の新聞が 

あ ることに対して 珍 しそ う ，どこにあ ったのか，だれが 持っていたのかと 騒ぐ，だれか 新 

聞を読んでくれないかという 教師の声 fC 耳をかさない。 ・・・ 教 9 市が記事を読み 始める。 ) 

T  船 ( ボート ) 乗っている人は ，どこの人ですか。 

C  イギリス 人 。 

T  そうですね。 みなさんが絵で 見た通りイギリス 人ですね。 

T  溺 ている人は， どこの人ですか。 

C  日本人とインド 人。 ( みんなが口をそろえていう。 ) 

T  その lil でイギリス人は 救命ボートに 乗ってみんな 助かったそうです。 25 人の l Ⅱ木人と・ 

インド人は風のなか 助けを求めたかもしれないが ，みんな水死してしまったそうです。 こ 

れが，有名な / ノ L マントン昔事件です 俺 今日は，この / ノ b マントン昔事件について 調べてみようね。 
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今の時代なら 外国人も日本人も 平等にみる。 

明治時代には ，治外法権 の約束があ るから。 

質問します。 治外法権 とはどんな約束ですか。 

答えます " 江戸時代のおわりに 結ばれた不平等条約のひとっです。 

不平等条約とはどんなものでしたか。 思い出してください ( 本で調べる子もいる 板書する ) 

外国人を裁判できないことです。 

付け加えます。 日本にい ろ 外国人をロ本が 裁判できないことです。 ( 板書する ) 

付け加えます。 日本で罪を犯した 外国人を日本が 自由に裁判できないことです ( 板書する ) 

ど 乙で裁判をするの。 ( そこの国の領事館でと 言 う声 ) 

これは日本にとって 不利な約束ですね。 他にもまだあ りましたね。 後で調べて下さい。 

日本は不平等条約を 喜んで結んだの。 

( しかたなく結んだ。 無理やり結ばされた。 とロ々話す声 ) 

ロ本は外国と 比べて人が弱いので 無理やり結ばされた。 

そうですね。 これまでの歴史をふり 返ってみても ，強いものは 弱いものに対していつも 

押さえつける 立場にいましたね。 例え ・それがおかしな 事でも無理やり 約束させら オ L てぃ 

ましたね，不平等条約もそのひとつですね。 外国人がなにをしても ， 日本人は口出しでき 

ないのもすべて 不平等条約のためですね。 日本で問題になった 事件はノルマントン 号事件 

だけかな。 

( あ るんじゃないか。 と 言 う声 ) 

それが他にもあ るのです " コレラ事件，ハートレ 一事件があ るのですよ C2 つの内容に 

ついて軽く設 明 する。 ) これらの事件で 外国人はすべて ，軽い罪で済んたそうです。 

明治政府はこれに 対してなにもしなかったのですか。 みなさんならどうします " 明治の 

役人ならど う しますか・ ( 板書する ) 

裁判をやり直すよ う にお願いする     

なぜ簡単に罪を 詐す め かと，外国に 抗議する。 

また，事件が 起こったら同じことをするのですか。 

外国に条約を 改正してくれと 頼む。 

不平等条約を 改正する よう に頼む人 ( 挙手させて確認する。 ) 

外国はすぐ条約を 改正してくれるかな。 

条約を改正してくれるよう ， しっこく外国にお 願いに行く   

口木のお願いを 断っても， 日本が攻めてくる 心配もないしな。 こんなに都合のいい 約束 

を取り消すことはないな。 ( ひとり言をいうつ 

明治政府の役人， どうしますか。 

外国が条約を 改正してくれるように 強い軍隊をつくって 国を強くしておく   

工場を作って 国を豊かにする。 

近代国家だということを 外国に示す " 

どういうことをすれば 近代国家ということになりますか。 
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C
 ダンスバーティーをしたりすると ，文化が進んでいて 近代国家と言える。 

C
C
C
T
 

C
 

T
 

C
T
 

C
C
T
 

豪華な建物を 建てて，奇麗な 服をきたらお 金持ちだとおもう。 

資料集には，鹿鳴館で 毎ロパーティーをしたとあ ります。 

( 資料集で鹿鳴館の 様子を確認する。 ) 

強い軍隊をつくったり ，工場をたくさんつくったり ，お金をたくさん 使って近代国家に 

なるために努力したのは ，なんのためですか     

不平等条約を 改正するためです " 

そうですね。 不平等条約があ る限り， 日本は外国の い う事を聞かないといけないか 引乱 

明治政府は条約改正のお 願いをどのくらい 続けたとおもいますか       

長いことかかったと 恩、 う " 

( 資料を提示して 説明する ) 

40 年余りもかって・やっと ，条約を改正することができたのですよ。 もう， 日本はこれ 

で 外国と肩を並べることができたかな。 まだ無理なのかな。 これから日本は   ど う するの 

かな " 

軍事力を強め ，戦争へ進むと ぽ、 ぅ " 

工場をたくさんっくり 豊かな国にすると 思、 う 

外国からいろいろなものを 探り入れもっと 豊かにする。 

どの方向に進んでいくか 次の時間で調べてみましょう。 

これで終わります " 

資
料
提
示
 

 
 

不
平
等
条
約
 

・
外
人
の
罪
を
裁
判
で
き
な
い
。
 

・
関
税
を
自
由
に
決
め
ら
れ
な
い
。
 

 
 

ノ
ル
マ
ン
ト
ン
号
事
件
（
明
治
十
九
年
）
 

・
ボ
ー
ト
に
乗
っ
て
い
る
人
 

外
国
人
。
 

助
け
よ
う
と
し
て
い
な
い
。
 

笑
っ
て
い
る
。
 

バ
カ
 に
し
て
い
る
。
 

何
か
指
示
し
て
い
る
。
 

平
気
な
顔
で
パ
イ
プ
を
ふ
か
し
て
い
る
。
 

ボ
ー
ト
を
漕
ご
う
と
し
て
い
る
。
 

浮
き
輪
を
投
げ
よ
う
と
し
て
い
な
い
。
 

・
溺
れ
て
い
る
 人
 

助
け
を
求
め
て
い
る
。
 

・
船
が
沈
没
し
て
い
る
。
 

板 

主日 

例 
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授業記録 

教師の主な発問の 子   供の反応 ( ハレマントン 号 事件の授業 ) 

 
 

 
 

 
 

 
 

甘
干
 

 
 

  

  

  

  

ま
と
め
 

原
因
追
究
 

識
 

事
実
 
認
 

車
夫
認
識
 

過
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の この事件に対してどう 思いますか。 それ 

れの立場に立ってふきだしてください。 

  あ
 
ま
 
4
 
見
 
意
つ
 

て
る
 

 
 を

一
 

決
ユ
 

 
 

タ
 

ん
ン
 

さ
イ
 

皆
 
（
 
の
 

者
か
 

 
 

ま
 

D
 

⑤ 日本人は バヵ なのか。 助けを求める 動作 

知らないのか。 

⑥ 25 人の日本人を 見殺しにしていながら ， 

うして船長の 言い訳は許されるの。 

⑦ もしも，イギリスでこの 事件が起こった 

船長はどうなるか。 

⑧ どうして日本だと 船長の言い訳が 認めら 

るの。 今の時代でもそうなの・ 

⑨ 不平等条約とはどんなものか。 

⑩ 明治政府はこれらの 事件に対してなにも 

なかったのか。 皆さんならどうする。 

⑭ また事件が起こったらどうしますか。 

⑫ 日本のお願いを 断っても， 日本が攻めて 

る心元もないし ，条約をとり け すことはな い 

⑬ 明治政府の役人ならどうしますか。 

⑭ 明治政府が近代同家に 

のはなんのためですか。 

⑱ 条約を改正までどのく 

し
 

 
 

  た
 

 
 

 
 

め
し
 

た
安
 

る
 

 
 
ら
 

な
 

し
 

@
 
 

ナ
ナ
 

-
 
よ
 

一
こ
 

も
 

れ
 

ぞ
 

 
 

一
 
ど
ら
 

一
り
 

一
け
 

 
 児 童 の 反 応 

・ボートに乗っている 人は覚国人に 見 ; 

る - 

・溺れている 人がいるのにボートを 漕 ・ 

うとしている。 

・日本人を差別している。 

・ い ばっている，許せない。 

・言葉が分からなくても 助けることが ， 

きる。 

・動作でも助けを 求めていることは ， ; 

かる。 

・言葉が通じないという 言 い 訳はおか 

与   。 

  ・無罪にする 裁判長も許せない。 

・船長は有罪 

・同じイギリス 人ブ 

・明治時代には 冶タ 

( 不平等条約が ぁ 

・簡単に罪を 許さ プ 

・裁判のやり 直し z 

・不平等条約を 改 i 

・強い軍隊を 作る。 

・工場をつくって E 

・近代国家にする。 

ごから有罪になる。 

ト 法権 の約束があ る・ 

吉 ばれた ) 

よ いよう外国に 抗議 

きお願いする。 

E するように頼む。 

団を豊かにする。 

  

  

不平等 

40 年も 

る
よ
 

す
料
 

正
實
 

改
 
（
 

を
た
 

ぬ
し
 

条
要
 

め
 
）
 

た
り
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升 

し 
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7.  考 察 

① 授業反省 

縦軸に児童の 思考・発言に 要した時間を 一～で表し，横軸 fc 教師の発問・ 説明に要した 時間 

を一一で表しクラフ 化したっ 

時系ク Ⅰ 析ク ，ラフ 

分 

    

児 
原因追究   

童   
  

の 

円心 

  

考   
  

    

光一 
  

    
        

  

事実確認     
  

    
    

事実確認     
  

  
  

  
      

  
    

      
    

      
  

        

    

  
  
  

  
  

    

ゅ繍 ぺ教師の発問・ 指示 )  分 

確認に追究に あ る資料を提示し ，事実確認をさせる 過程では・子供はよ た 要 し間 時 し間 た 要持 合計 く 反応し多角的に 資料をみることができた。 原因追究の段階 
になると，教師の 説明が多くなってきた。 しかし，ゆさぶり 

教師 10 分 m7 分 27 分 の発問を何度か 投げかけることにより ，ひとりひとりの 理解 

を 深めることができた。 
児童 9  6  15 

② 時系 分析グラフの 兄方 

（兄上 分 / ① 偉 、 @ h 時時系分析 表 とは，教師の 発問・説明に 要した時間と ，児童 
里 

の の 活動に要した 時間のバランスを 調べるためのものであ る。 

思考 ③ 
グラフの形が 

①児童中心型の 授業 
発一     
    ②バランスのとれた 授業 

( 教師の発問・ 指示 ) 分 
③教師中心型の 授業 
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の 奈良 1 2  7  3 

Ⅰ は自由民 肺 豆助をめぐって 
おこさ れた 主要下 件 発生地 福あ ヰ 件 1 5% て 一定がひ 明 さらせる時代 

l8B Ⅱ 福あ )                     

高 m が @         ⑥ 
伍 m ホ件 l883( 托比 )                 

板垣 迅 前田 丘 
l882( 伎車 )                                                       

1 Ⅱ 4[ 荘牡 
届轄 手け 

  l886( 辞岡 )   

⑨ @  伊藤Ⅳ 立 と大日本帝国憲法の 特色 
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 訊
 

京
 

①
 

⑧
 ゆ藤 は 

  

政府は・伊藤博文を ョ一 ロッ 

バ に派 迫し ，おもにドイツ 臆は 

を 研究し大日ホ 帝国戒法を作 

りました。 

   
 

日
 か
与
 
け
杓
い
玩
 

 
 
国
男
，
 

天
 

 
  
 
常に大旨かった・ 

3. 神か仏 あ つかいの大日ホ 帝国無法 

r 東京にせ 法接 がお生まれになったとか、 伸かィム   
あ つかいだった り { 八王子物語 ) 
  ノ 

妊
 
7
  
 



⑪ 甜千 nn 俺已 ' 日月 ヰ より 

切 Ⅲ @ 9 年 l 0 月 23 日夕 カ ． 2B 名の日本人 束 吉キ 爪 せて 廿折ろ 山沖し． 

神戸向かった 英ロ 0% 拐抽 ノルマントン モ (l 533 + ン ) が． 軽 2i 日午 仮 

0K 捌ヰざ   憶 川内ⅠⅠ仲で 且 R 宙にⅠ ヰ     岩 にしょう 実 して位田 し 沈没した   
この神・片貝サロン   ウイリアム   ドレーク以下の 西洋人文 蛆 尺杖   ずぺて 

抽自 ポートセ 荻り抄 って 荻助 されたか   日 * 人史 ま 土耳および   インド人の火夫は 
ことご こ (   水 托したの てあ モ ・ 

( 明帝 1 S 年 @ 1 月 2. 日の肝 凹 蛇口より ] 

⑫ 甜且 ド ンィク の甘い分㎝小市Ⅶ所での 疎自 
自分はⅠ本人に 早くポート 肛粟り 移るように 

  すすめたが． 日本人は英 栢 かわからないために 

そのすすめに 応じない。 やむをえず． ロ木人を 

みずててわれわれは ボニト に来り 接 った。 

一 80 一 



歴史学習における 児童の意識調査の 結果 

1  あ なたは教科書をすらすら 読めますか。 2  あ なたは教科書を 読む時，そこに 出てくる 

質問項目 老 写真， 図 ，年表の資料をどのように 利用して 

すらすら読める 20. 0 いますか。 

読めない漢字が 時々あ る 68.2 自分で教科書を 読む時・ 

読めない漢字が 多くて困る 10 ， 5 そこに出てくる 資料はいつ 56.2% 

ひらがなもすらすら 読めない 1.3 も 見ることにしている。 

自分で教科書を 読む時， 
29.4 

時々見ている。 

3  あ なたはどんな 場合に " 今日よかった " 

" 楽しかった " とぽ 、 いますか。 

先生の説明で 分からない事が 
90 人 

よく分かった   
スライド，絵などを 使った 時 35 

授業中先生が 質問する時だ   
Ⅰ 3.7 

け資料を見ない。 

ほとんど見ない。 O. 7 

人物などに関するエピソード 

をよく話してくれた 時   59 

4  授業の進め方についての 意見感想があ っ 

たら書いてください。 

先生の詳しい 説明の黒板の 

板書が整理されている 時   
  資料を活用して 調べる学習を 多くとり 

いれて欲しい。 

質問 fC 対してたくさんの 
36 

意見がでてもめた 時 

  みんなが意見をたくさんだしてもめる 

授業は楽しい。 

I 楽しいと感じた 事はな い 4 インタビューや 吹き出しはその 人の立 

い
 
と
，
 

よ
 
%
 

 
 

や
間
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新
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る
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の
と
 

る
ま
 

れ
 
の
 

な
習
 

 
 

5  あ なたは歴史に 関した本を読みますか。 

よく読む 13.2% 

時々読む   73. 6 

ほとんど読まない Ⅰ 3.2 

見たこともない 0 

ろ いろな方法でやりたい。 

  難しい言葉の 説明をしてくれるので ， 

分かりやすい。 

    時間の学習内容を 黒板に分かり 易く 

整理して欲しい。 

  班で 話し合う時間も 多くして欲しい。 
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V  研究のまとめと 今後の課題 

1  まとめ 

，教師が教材認識をしっかりした 上でそれに迫るために ，どのような 資料を準備・ 提示するか 

また，どんな 発問をなげかけるかによって 授業のよし悪しが 決まってくる " 

教師が子供を 真に迫らせる 資料を提示し ，発問を工夫することにより ， 

子供の生の声がたくさん 出て ， 話し合いも深めることができた。 

・問題解決にむけて ，発言も活発になった " また，授業では ，発言できなかった 子も友達の意 

見を聞いて考えが 深められたことが ，感想から確認できた ， 

2  今後の課題 

  児童の実態に 応じた発問・ 資料づくりをして ，それを毎日の 授業にいかしたい。 

・言葉だけの 理解に終わらせず ，子供の生の 声がたくさん 聞ける発問づくりを 工夫していきたい。 

3  おわりに 

Ⅰ時間の授業づくりをするため ic, じっくり教材を 調べ，資料を 準備し，発問を 考えそして 

実践に移していく。 それで期待する 子供の反応が 得られないときは ，指導案を検討していく。 

このように理想的な 授業づくりができたのも ，現場を離れ ，ゆったりとした 時間が与えられた 

おかげです。 この貴重な時間と ，まわりの協力に 心から感謝します。 

これまでの 4 ケ 月の研究期間，ご 指導・助言して 頂いた知俳 政俊 指導主事をはじめ。 浦 賊心 

学校の職員，研究がし 易いようにと ，やさしく気づかい 見守ってくださった ，福山所長，大城 

主査，チームワークの 素晴らしさを 教えてくれた 研究員の皆様に 深く感謝中しあ げます。 あ り 

がとうございました。 
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